
す
。

　

１
月
14
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
会
が
補
助
金
を

活
用
し
、
大
添
た
め
池
そ
ば
の
個
人
が
所
有
す

る
土
地
に
、
九
州
初
と
な
る
人
工
巣
塔
１
基
を

設
置
し
ま
し
た
。
人
工
巣
塔
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
営
巣
す
る
た
め
に
設
置
す
る
塔
の
こ
と
で
、

高
さ
は
10
数
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。
16
日
に

は
、
巣
塔
の
設
置
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
テ

レ
ビ
局
な
ど
の
報
道
機
関
が
多
数
取
材
に
訪
れ

ま
し
た
。
巣
塔
の
設
置
に
つ
い
て
、
筑
後
小
郡

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
会
・
田
中
常
博
会
長
は「
ま
だ

ス
タ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
コ
ウ
ノ

ト
リ
に
は
、
一
日
も
早
く
巣
作
り
を
し
て
ほ
し

い
が
、
気
長
に
待
ち
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
多
様
な
生
き
物
が
住
む
生

態
系
が
な
け
れ
ば
、
定
着
も
繁
殖
も
で
き
ま
せ

ん
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
は
、
豊
か
な
自
然
が

保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
象
徴
と
言
え
ま

す
。

　

小
郡
市
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
平
成
29
年
に

初
め
て
確
認
さ
れ
て
以
降
、
上
岩
田
の
大
添
た

め
池
を
中
心
に
毎
年
飛
来
し
て
い
ま
す
。
昨
年

３
月
に
は
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
確
認
さ
れ
た

「
つ
が
い
」が
、
近
隣
市
の
送
電
鉄
塔
で
数
回
、

営
巣（
巣
作
り
）を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
電

力
の
安
定
供
給
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
安
全
確
保
の

た
め
、
巣
が
出
来
上
が
る
前
に
撤
去
さ
れ
て
い

ま
す
。
九
州
で
は
、
ま
だ
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣

や
産
卵
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
非
常
に

残
念
な
こ
と
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
昨
年
８
月
、
地
元
住
民
や
三
井
植

木
組
合
の
皆
さ
ん
を
中
心
に「
筑
後
小
郡
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
会
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
こ

の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
会

に
対
し
、
補
助
金
30
万
円
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
金
30
万
円
は
、
小
郡
市
で
初
と
な

る
株
式
会
社
み
や
ざ
き
か
ら
の「
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
」
に
よ
る
寄
附
金
を
活
用
し
て
い
ま

①コウノトリの会の皆さん
②セレモニーでは、市から株式会社
みやざきに対し、感謝状を贈呈
③今年は10数羽のコウノトリを確認

日本のコウノトリ（国特別天然記念物）は、かつて
乱獲や樹木の伐採などの影響で、いったんは姿を
消してしまいました。しかしその後、人工飼育に
よる繁殖が成功し、近年は全国各地で250羽余り
が確認されています。

コウノトリと

小
郡

九
州
初
と
な
る

人
工
巣
塔
を
設
置
！

①

②

③
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